
は
じ
め
に

吉
原
　
浩
人

慶
滋
保
胤
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
詩
序
考

　
－
勧
学
会
詩
序
と
の
関
連
に
お
い
て
Ｉ

１８０

　
勧
学
会
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
、
直
接
勧
学
会
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
詩
文
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
関
連
す
る
作
品
に
も
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
勧
学
会
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
慶
滋
保
胤
が
、
毎
年
三
月
に
六
波
羅
蜜
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
た
結
縁

供
花
会
に
お
い
て
、
勧
学
会
や
極
楽
会
に
お
い
て
、
講
経
の
後
に
詩
を
も
っ
て
仏
を
讃
ず
る
の
に
、
供
花
会
に
お
い
て
ど
う
し
て
行

わ
れ
な
い
か
と
問
い
か
け
、
満
座
の
許
諾
を
得
て
詩
会
を
併
催
し
た
と
い
う
。
そ
の
詩
序
が
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
［
二
七
六
］
に

収
載
さ
れ
る
「
七
言
暮
春
於
こ
ハ
波
羅
蜜
寺
供
花
会
一
聴
レ
講
一
一
法
華
経
一
同
賦
已
称
二
南
無
仏
工
で
あ
る
。

　
六
波
羅
蜜
寺
の
結
縁
供
花
会
に
お
い
て
は
、
四
日
間
の
法
華
八
講
が
修
さ
れ
て
い
た
。
限
ら
れ
た
結
衆
の
み
で
一
日
だ
け
行
わ
れ

る
勧
学
会
と
比
べ
、
か
な
り
大
規
模
な
講
会
で
あ
る
。
貴
賎
上
下
を
問
わ
ず
、
大
勢
の
善
男
善
女
が
結
縁
の
た
め
に
参
集
し
た
こ
と

が
、
本
文
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
六
波
羅
蜜
寺
は
、
当
時
天
台
宗
の
傘
下
に
あ
っ
た
た
め
、
法
華
八
講
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



二
　
詩
序
の
本
文

ＩＺ９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
こ
の
詩
会
の
句
題
は
「
一
称
南
無
仏
」
で
、
人
が
乱
れ
た
心
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
塔
廟
の
中
に
入
り
、
た
だ
一
度
だ
け

「
南
無
仏
」
と
称
え
さ
え
す
れ
ば
、
仏
道
を
成
ず
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
、
『
法
華
経
』
方
便
品
の
著
名
な
渇
文
に
あ
る
。
勧
学
会

の
句
題
も
、
す
べ
て
『
法
華
経
』
の
経
文
か
ら
採
ら
れ
て
お
り
、
保
胤
は
、
供
花
会
に
お
い
て
も
、
勧
学
会
と
同
様
の
方
法
で
詩
序

を
撰
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
勧
学
会
研
究
を
進
め
る
た
め
に
、
こ
の
供
花
会
の
詩
序
は
、
勧
学
会
の
詩
序
群
と
同
等

に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
重
要
な
作
品
な
の
で
あ
る
。

　
小
稿
に
お
い
て
は
、
本
詩
序
を
仏
教
思
想
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
前
提
と
し
て
、
保
胤
が
こ
の
句
題
を
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
せ
た

か
、
ま
た
詩
序
全
体
が
ど
の
よ
う
な
経
文
や
詩
文
を
典
拠
に
し
て
い
る
か
を
詳
細
に
分
析
し
、
そ
の
作
文
方
法
に
つ
い
て
検
証
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

慶
保
胤

七
言
暮
春
於
こ
ハ
波
羅
蜜
寺
供
花
会
一
聴
レ
講
一
一
法
華
経
一
同
賦
已
称
二
南
無
仏
一

　
『
本
朝
文
粋
』
に
収
載
さ
れ
る
、
慶
滋
保
胤
の
六
波
羅
蜜
寺
結
縁
供
花
会
詩
序
の
全
文
を
以
下
に
掲
げ
る
。
①
～
③
の
分
段
は
私

に
行
っ
た
。
文
章
構
造
・
訓
読
・
現
代
語
訳
・
註
釈
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
公
表
し
た
。
本
来
一
体
の
論
考
で
あ
る
た
め
、
一
々
の

典
拠
の
詳
細
、
使
用
テ
ク
ス
ト
等
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
だ
ね
、
以
下
で
は
省
略
し
た
。
『
白
氏
文
集
』
『
本
朝
文
粋
』
に
つ
い
て

は
、
巻
数
を
省
略
し
て
作
品
番
号
の
み
表
示
し
て
い
る
の
で
、
別
稿
を
併
せ
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



①
夫
六
波
羅
蜜
寺
者
、
空
也
聖
者
権
二
輿
之
｛
中
信
上
人
潤
二
色
焉
　
０
如
二
此
両
人
・
者
、
寧
非
Ｔ
奉
二
如
来
勅
｛
為
二
如
来
使
づ
来
二

　
此
娑
婆
世
界
｛
度
中
予
濁
悪
衆
生
上
乎
。
於
レ
是
毎
日
講
二
妙
法
一
乗
｛
毎
夜
修
二
念
仏
三
昧
　
０
彼
南
北
二
京
之
名
徳
日
来
、
逓
為
二

　
講
師
一
逓
為
二
聴
衆
「
東
西
両
都
之
男
女
雲
集
、
即
合
二
十
指
一
即
致
二
寸
心
　
０
開
講
已
垂
二
八
九
載
づ
結
縁
不
い
知
二
幾
万
人
　
０
何

　
況
転
展
随
喜
之
功
徳
、
漸
々
廻
向
之
薫
修
乎
。
暮
春
三
月
、
百
花
争
開
、
別
修
二
四
日
八
講
｛
号
二
結
縁
供
花
会
　
０
其
一
日
為
い
導

　
二
切
男
子
二
百
為
レ
度
上
切
女
身
ニ
二
日
為
レ
済
二
切
童
子
づ
四
日
為
い
化
上
切
僧
侶
一
也
。
大
哉
誓
願
、
無
二
得
而
称
一

　
之
。
当
二
此
時
一
也
、
細
素
相
語
日
、
世
有
二
勧
学
会
づ
又
有
二
極
楽
会
　
０
講
経
之
後
、
以
レ
詩
而
讃
レ
仏
。
今
此
供
花
之
会
、
何
無

　
・
臥
゛
仏
之
文
一
哉
。
満
座
許
諾
、
誰
人
間
然
。

②
便
以
二
経
中
一
称
南
無
仏
一
句
「
抽
為
二
題
目
　
０
往
昔
無
二
信
心
・
無
二
善
心
づ
其
心
或
乱
心
、
不
二
再
称
・
不
二
三
称
｛
其
称
只
一

　
称
。
彼
人
莫
レ
不
二
成
仏
｛
莫
レ
不
二
得
道
　
０

③
嵯
乎
我
党
Ｔ
心
無
二
斧
宍
千
唱
又
万
唱
。
脱
二
此
凡
身
「
登
二
于
覚
位
「
且
何
疑
哉
、
何
疑
哉
。
中
有
Ｔ
垂
二
白
髪
一
紆
二
朱
杉
一

　
者
１
０
身
暫
雖
レ
在
二
柱
下
イ
心
尚
如
レ
住
二
山
中
　
０
少
壮
之
年
愁
詠
二
事
一
物
づ
強
求
二
名
聞
｛
衰
暮
之
日
或
記
二
蕪
詞
狂
句
｛
将

　
レ
摂
二
菩
提
　
０
今
日
推
為
二
唱
首
「
不
二
敢
再
辞
　
０
聊
述
二
大
綱
づ
備
二
於
後
事
二
二
レ
爾
。

三
　
第
一
段
ヱ
ハ
波
羅
蜜
寺
供
花
会
の
由
縁

　
詩
序
は
、
三
段
か
ら
な
る
構
成
を
基
本
と
す
る
。
本
詩
序
第
一
段
で
は
、
六
波
羅
蜜
寺
の
創
建
か
ら
説
き
起
こ
し
、
供
花
会
の
様

相
と
詩
会
の
由
縁
を
説
く
。
第
二
段
は
、
句
題
「
一
称
南
無
仏
」
を
敷
桁
す
る
部
分
で
あ
る
。
第
三
段
で
は
、
慶
滋
保
胤
が
自
ら
を
　
７
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

省
み
つ
つ
、
同
心
の
者
と
と
も
に
来
世
に
は
覚
り
に
至
り
た
い
と
願
う
。

　
　
慶
滋
保
胤
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
詩
序
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

　
第
一
段
で
は
、
ま
ず
六
波
羅
蜜
寺
が
空
也
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
中
信
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
両
人
の
功
績

を
讃
え
る
。
六
波
羅
蜜
寺
の
前
身
は
、
空
也
が
創
建
し
た
西
光
寺
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
六
波
羅
蜜
寺
縁
起
』
冒
頭
に

次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
夫
六
波
羅
蜜
寺
者
、
空
也
上
人
応
和
年
中
所
二
草
創
一
也
。
本
号
二
西
光
寺
　
０
上
人
以
い
厭
二
下
界
｛
願
二
西
土
一
也
。
上
人
入
滅

　
　
之
後
、
大
法
師
中
信
来
二
住
此
寺
｛
専
修
二
衆
善
｛
兼
行
二
六
度
「
改
二
本
名
一
更
号
二
六
波
羅
蜜
寺
　
０

　
　
（
い
っ
た
い
六
波
羅
蜜
寺
は
、
空
也
上
人
が
応
和
年
中
に
草
創
し
た
も
の
な
の
で
す
。
も
と
は
西
光
寺
と
名
付
け
ら
れ
て
お
り

　
　
　
ま
し
た
。
上
人
は
娑
婆
世
界
を
厭
わ
れ
、
西
方
極
楽
浄
土
を
願
わ
れ
た
か
ら
な
の
で
す
。
上
人
が
入
滅
な
さ
っ
た
の
ち
、
大

　
　
　
法
師
中
信
が
こ
の
寺
に
来
ら
れ
留
ま
ら
れ
て
、
専
ら
衆
生
の
た
め
の
善
行
を
修
し
、
兼
ね
て
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・

　
　
　
禅
定
・
智
慧
の
六
波
羅
蜜
を
行
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
も
と
の
寺
名
を
改
め
て
六
波
羅
蜜
寺
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
す
》

こ
の
縁
起
は
、
保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
に
三
善
為
康
が
撰
述
し
た
と
さ
れ
、
本
詩
序
よ
り
後
の
成
立
と
な
る
。
空
也
の
行
業
に
つ

い
て
は
、
同
時
代
の
源
為
憲
『
空
也
誄
』
や
、
保
胤
自
身
の
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
空
也
伝
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
信
の
伝

は
他
に
ほ
と
ん
ど
記
録
が
な
い
。
こ
の
詩
序
で
は
、
六
波
羅
蜜
寺
創
建
の
空
也
と
中
興
の
中
信
の
二
人
が
、
如
来
の
勅
命
を
奉
じ
た

使
者
と
な
っ
て
、
娑
婆
世
界
に
来
臨
し
濁
悪
世
の
衆
生
を
化
度
し
た
の
だ
と
す
る
。

　
次
い
で
、
供
花
会
の
次
第
に
つ
い
て
話
題
が
移
る
。
こ
の
法
会
は
、
花
が
競
っ
て
咲
く
春
た
け
な
わ
の
三
月
に
、
四
日
間
で
毎
日

二
座
の
法
華
八
講
を
行
い
、
夜
ご
と
に
念
仏
三
昧
を
修
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
日
目
は
す
べ
て
の
男
性
を
導
く
た
め
、
二

日
目
は
す
べ
て
の
女
性
を
度
す
た
め
、
三
日
目
は
す
べ
て
の
子
供
を
済
う
た
め
、
四
日
目
は
す
べ
て
の
僧
侶
を
化
す
た
め
に
、
南
北

両
京
の
各
宗
派
の
高
僧
が
、
た
が
い
に
高
座
で
説
法
し
、
た
が
い
に
聴
衆
と
な
っ
た
た
め
、
善
男
善
女
が
雲
集
し
た
と
い
う
。
供
花

会
を
創
始
し
て
か
ら
、
七
、
八
年
に
な
る
が
、
そ
の
間
の
結
縁
者
は
幾
万
人
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
で
、
法
要
に
随
喜
す
る
功
徳
や
、

１アフ



便
以
二
経
中
一
称
南
無
仏
一
句
｛
抽
為
二
題
目
　
０
－
題

目

往
昔

無
二
信
心
・
無
二
善
心
｛
其
心
或
乱
心
、

不
二
再
称
・
不
二
三
称
｛
其
称
只
一
称
。

彼
人

莫
レ
不
二
成
仏
｛
莫
レ
不
二
得
道
　
０

廻
向
に
よ
る
薫
習
は
計
り
知
れ
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
講
経
の
の
ち
、
仏
を
詩
や
文
章
で
褒
め
讃
え
る
者
は
い
な
か
っ
た
た
め
、

勧
学
会
や
極
楽
会
で
は
仏
を
讃
歎
す
る
の
に
、
ど
う
し
て
こ
の
法
会
に
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
保
胤
が
問
い
か
け
、
満
座
の
許
諾
を

得
て
詩
会
を
催
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
、
そ
の
由
来
を
記
す
の
で
あ
る
。

四
　
第
二
段
一
破
題
の
方
法

　
第
二
段
で
は
、
句
題
詩
の
規
則
に
準
じ
、
題
目
・
破
題
・
本
文
（
讐
喩
）
の
順
に
、
句
題
を
敷
桁
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
句
題
「
一
称
南
無
仏
」
の
破
題
は
、
い
さ
さ
か
異
例
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
、
こ
の
部
分
を
構
造

分
析
し
た
も
の
を
掲
げ
る
。

１７６

こ
の
句
題
は
、
次
の
『
法
華
経
』
方
便
品
の
偶
文
に
拠
っ
て
い
る
。

三
七

二

　破
　題

Ｕ
本
文
（
讐
喩
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
　
若
人
散
乱
心
、
入
二
於
塔
廟
中
づ
　
一
称
二
南
無
仏
へ
皆
已
成
二
仏
道
　
０

方
便
品
の
後
半
に
あ
る
長
い
偶
文
の
一
節
で
、
過
去
世
に
お
い
て
、
諸
仏
が
一
乗
の
教
え
を
説
き
、
救
済
し
た
こ
と
を
述
べ
る
場
面

で
あ
る
。
人
が
乱
れ
た
心
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
塔
廟
の
中
に
入
り
、
た
っ
た
一
度
だ
け
「
南
無
仏
」
と
称
え
さ
え
す
れ
ば
、

仏
道
を
成
ず
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
。
日
常
的
に
破
戒
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
る
不
逞
の
輩
に
と
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
有
り
難
い

文
句
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
ま
で
の
悪
人
で
な
く
と
も
、
詩
文
の
修
飾
に
腐
心
す
る
文
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
心
の
支
え
と
な
り
、
拠
り

所
と
す
べ
き
掲
文
の
一
つ
で
あ
る
。
今
回
の
八
座
の
講
会
の
う
ち
に
は
、
方
便
品
の
こ
の
箇
所
も
、
演
題
の
一
つ
と
し
て
大
衆
に
向

か
っ
て
講
説
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
保
胤
は
こ
こ
で
、
過
去
世
よ
り
信
心
も
な
く
善
心
も
な
く
、
乱
れ
た
心
を
持
ち
、
二
度
こ
二
度

さ
え
仏
号
を
称
え
ず
、
た
だ
一
回
の
み
称
え
た
だ
け
の
人
で
も
、
成
仏
し
な
い
者
は
な
く
、
悟
り
を
得
な
い
も
の
も
な
い
と
説
く
の

で
あ
る
。

　
詩
序
第
二
段
で
は
、
題
目
で
句
題
の
語
を
す
べ
て
詠
み
込
み
、
破
題
と
本
文
（
讐
喩
）
で
対
句
を
用
い
て
句
題
を
敷
街
展
開
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
一
称
南
無
仏
」
の
五
文
字
を
、
別
の
表
現
で
言
い
換
え
る
、
詩
序
中
に
最
も
技
巧
を
問
わ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
、
ほ
ぽ
『
法
華
経
』
に
あ
る
語
句
の
み
に
よ
っ
て
、
全
体
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
漫
句
で
、
句
題
コ

称
南
無
仏
」
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
の
は
型
通
り
で
あ
る
が
、
続
く
破
題
・
本
文
で
は
そ
れ
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
典
故
を
駆
使
し
て
同

義
語
で
言
い
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
破
題
で
は
、
「
一
称
」
の
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
で
は
こ
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
句
題
を
敷
術
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
引
方
便
品
の
偶
文
か
ら
、
「
乱
心
」
「
一
称
」
「
成
仏
」

の
語
を
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
て
い
る
こ
と
に
、
ま
ず
気
付
く
。
隔
句
対
二
句
目
お
わ
り
の
「
乱
心
」
か
ら
は
、
そ
の
上
の
「
信
心
」

「
善
心
」
「
其
心
」
が
導
き
出
さ
れ
る
が
、
「
信
心
」
は
『
法
華
経
』
開
経
の
「
無
量
義
経
」
、
「
善
心
」
は
『
法
華
経
』
法
師
品
・
妙

音
菩
薩
品
、
「
其
心
」
は
序
品
に
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
同
四
句
目
お
わ
り
の
「
一
称
」
か
ら
は
、
「
再
称
」
「
三
称
」
「
其

１７５



五
　
第
三
段
一
後
世
へ
の
願
い

称
」
が
引
き
出
さ
れ
る
。
「
其
称
」
の
み
「
法
華
経
」
普
門
品
に
あ
り
、
他
は
同
経
に
見
ら
れ
な
い
が
、
数
字
を
変
え
た
だ
け
の
も

の
で
あ
る
。
本
文
（
讐
喩
）
冒
頭
の
部
分
の
「
彼
人
」
は
、
『
観
無
量
寿
経
』
に
あ
る
。
「
成
仏
道
」
は
方
便
品
の
掲
文
に
あ
る
が
、

こ
こ
か
ら
同
義
語
で
あ
る
「
得
道
」
と
い
う
「
法
華
経
」
讐
喩
品
に
あ
る
語
を
導
い
て
い
る
。
つ
ま
り
第
二
段
の
破
題
部
分
で
は
、

『
法
華
経
』
「
無
量
義
経
」
「
観
無
量
寿
経
」
と
い
う
、
法
会
参
加
者
な
ら
ば
誰
で
も
知
っ
て
い
る
経
典
の
語
句
の
み
用
い
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
飾
り
の
な
い
簡
潔
な
表
現
は
、
私
か
近
年
論
じ
て
き
た
勧
学
会
の
詩
序
に
お
け
る
、
仏
教
経
典
と
中
国
古
典
が
渾

然
一
体
と
な
っ
た
巧
妙
な
表
現
の
位
相
と
は
ほ
ど
遠
い
。

　
第
二
段
で
は
、
「
法
華
経
」
方
便
品
の
、
た
だ
一
度
「
南
無
仏
」
と
称
え
た
だ
け
で
成
仏
し
た
者
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
。
こ
れ

に
対
し
て
第
三
段
で
は
、
我
が
党
の
仲
間
達
は
、
Ｔ
心
に
浄
土
を
願
っ
て
他
念
な
く
、
千
回
も
万
回
も
称
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
覚

位
に
登
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
す
る
。
こ
こ
で
「
我
党
」
と
い
う
の
は
、
慶
滋
保
胤
と
と
も
に
、
若
年
の
頃
か
ら
勧
学
会
に

集
っ
た
結
衆
を
多
く
含
ん
で
い
よ
う
。
保
胤
は
、
勧
学
会
所
専
用
の
堂
舎
建
立
勧
進
の
た
め
の
牒
や
奏
状
で
、
「
党
結
」
と
い
う
語

を
使
用
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
に
、
一
人
白
髪
朱
杉
の
者
か
お
り
、
身
は
内
記
の
職
に
あ
り
な
が
ら
、
心
は
山
林
に
住
し
仏
道
修
行
を
し
て
い
る
よ
う
だ

と
、
自
ら
に
つ
い
て
述
べ
る
。
若
き
日
に
は
、
出
世
意
欲
に
燃
え
名
聞
利
養
を
求
め
て
い
た
が
、
年
老
い
た
現
在
で
は
、
蕪
詞
狂
句

を
記
し
な
が
ら
菩
提
を
求
め
て
い
る
と
、
人
生
を
省
み
る
の
だ
。
本
日
は
、
仲
間
か
ら
推
挙
さ
れ
て
詩
序
の
作
者
と
な
っ
た
が
、
敢

え
て
二
度
辞
退
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
い
、
後
世
菩
提
に
備
え
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
第
三
段
に
用
い
ら
れ
た
表
現

三
九
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技
巧
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

四
〇

ＩＺ３

　
本
詩
序
の
句
題
は
『
法
華
経
』
方
便
品
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
が
、
法
師
品
の
語
の
使
用
も
目
立
っ
て
い
る
。
「
如
来
使
」
「
随
喜
」

「
善
心
」
は
、
い
ず
れ
も
近
接
し
て
い
る
箇
所
に
あ
り
、
「
讃
仏
」
も
そ
れ
に
続
く
価
文
に
あ
る
。

　
　
如
レ
是
等
類
咸
於
二
仏
前
「
聞
二
妙
法
蓮
華
経
一
偶
一
句
｛
及
至
一
念
随
喜
者
、
我
皆
与
二
授
記
　
０
（
中
略
）
若
是
善
男
子
善
女

　
　
人
、
我
滅
度
後
、
能
臓
為
二
人
一
説
二
法
華
経
一
乃
至
一
句
　
０
当
レ
知
是
人
、
則
如
来
使
、
如
来
所
レ
遣
、
行
二
如
来
事
　
０
何
況

　
　
於
二
大
衆
中
｝
広
為
レ
人
説
。
薬
王
、
若
有
二
悪
人
・
以
二
不
善
心
　
０
於
二
劫
中
・
現
二
於
仏
前
　
０
常
毀
二
罵
仏
・
其
罪
尚
軽
。

第
三
段
に
「
一
事
一
物
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
傍
線
『
法
華
経
』
の
「
一
価
一
句
」
コ
乃
至
一
句
」
は
こ
れ
に
類
似
す
る
表

現
で
、
後
述
す
る
白
居
易
の
「
一
時
一
物
」
と
と
も
に
、
意
識
し
て
い
よ
う
。
句
題
「
一
称
南
無
仏
」
の
「
こ
を
、
本
詩
序
の
他

の
箇
所
で
も
意
識
し
て
多
用
す
る
。

　
こ
こ
の
「
如
来
使
」
か
ら
、
『
涅
槃
経
』
に
あ
る
「
如
来
勅
」
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
法
華
経
』
に
多
く
使
用
さ

れ
る
「
娑
婆
世
界
」
の
対
と
な
る
「
濁
悪
衆
生
」
は
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
な
ど
に
あ
る
。

　
こ
の
詩
序
に
特
徴
的
な
の
は
、
基
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
（
以
下
『
法
華
玄
賛
』
）
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
基
は
、
玄
奘

の
弟
子
で
、
慈
恩
大
師
と
尊
称
さ
れ
、
墓
塔
は
西
安
興
教
寺
の
玄
奘
塔
の
脇
に
あ
る
。
『
成
唯
識
論
』
の
註
釈
で
あ
る
『
成
唯
識
論

述
議
』
を
撰
述
す
る
な
ど
、
唯
識
説
の
研
究
で
知
ら
れ
、
道
宣
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
本
朝
の
法
華
八
講
は
、
南
都
の
勤
操
の
遺
徳

を
慕
い
、
延
暦
十
二
年
（
七
九
三
）
に
創
始
さ
れ
て
い
る
。
実
は
こ
の
八
講
の
由
来
を
記
し
た
「
法
華
八
講
縁
起
」
に
は
、
『
法
華

六
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玄
賛
』
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
主
に
法
相
宗
で
使
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
慶
滋
保
胤
の
こ
の

詩
序
に
も
、
『
法
華
玄
賛
』
を
出
典
と
す
る
語
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
勧
学
会
は
天
台
僧
と
文
人
の
閉
じ
ら
れ
た
空
間
で
あ
る
が
、

法
華
八
講
に
は
南
北
両
都
の
名
僧
が
集
い
、
貴
賎
上
下
・
善
男
善
女
が
結
縁
す
る
。
保
胤
は
、
興
福
寺
を
は
じ
め
と
す
る
法
相
宗
の

宗
侶
た
ち
に
も
気
を
配
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
妙
法
一
乗
」
「
題
目
」
の
語
は
、
他
に
用
例
が
少
な
い
が
、
い
ず
れ
も
『
法
華
玄
賛
』
巻
一
本
に
あ
る
。
「
妙
法
一
乗
」
は
、
『
観

無
量
寿
経
』
に
あ
る
「
念
仏
三
昧
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
。
句
題
を
「
題
目
」
と
す
る
の
は
、
紀
長
谷
雄
・
菅
原
文
時
・
紀
斉
名
の

詩
序
に
も
用
例
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
法
華
玄
賛
』
を
淵
源
と
す
る
表
現
で
あ
ろ
う
。

　
「
聴
衆
」
「
結
縁
」
「
絹
素
」
「
覚
位
」
は
、
一
般
的
な
仏
教
語
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
や
は
り
『
法
華
玄
賛
』
巻
一
本
あ
る
い
は
末

に
見
え
る
語
で
、
近
接
し
た
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
第
三
段
落
は
じ
め
の
緊
句
。

　
　
脱
二
此
凡
身
｛
登
二
于
覚
位
｛

の
「
凡
身
」
は
巻
七
末
に
あ
り
、
保
胤
は
こ
の
対
句
を
『
法
華
玄
賛
』
に
拠
っ
て
作
成
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
紀
斉
名
や
大
江
以
言
の
勧
学
会
詩
序
で
は
、
『
摩
詞
止
観
』
『
法
華
玄
義
』
『
法
華
文
句
』
『
法
華
文
句
記
』
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』

な
ど
、
智
顎
の
述
作
と
そ
の
註
釈
書
、
す
な
わ
ち
天
台
宗
の
文
献
を
多
く
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
勧
学
会
が
天
台
宗
の
法
会
で
あ

る
か
ら
当
然
で
あ
る
の
だ
が
、
今
後
は
法
相
系
の
文
献
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
と
な
ろ
う
。
な
お
、
院
政
期
の
大
江

匡
房
は
、
基
の
著
作
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
匡
房
は
「
大
唐
大
慈
恩
寺
大
師
画
４

ｊ
を
撰
述
し
、
興
福
寺
や
春
日
社
と
の

関
係
に
よ
り
、
『
成
唯
識
論
』
な
ど
法
相
宗
の
所
依
の
論
疏
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
白
河
院
の
「
金
字
一
切
経
供
養
御
願
文
」
に

お
い
て
、
基
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
を
使
用
し
て
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
の
訳
註
で
指
摘
し
て
い
る
。
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四
二

　
第
一
段
冒
頭
の
長
句
で
使
用
さ
れ
る
「
権
輿
」
「
潤
色
」
は
、
と
も
に
非
常
に
固
い
言
葉
で
、
仏
会
の
詩
序
に
使
用
す
る
語
と
し

て
、
違
和
感
を
覚
え
る
。
こ
の
う
ち
「
権
輿
」
の
典
拠
は
、
『
詩
経
』
秦
風
で
あ
り
、
さ
ら
に
楊
雄
「
羽
猟
賦
」
（
『
文
選
』
）
に
も
引

か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
語
を
、
白
居
易
は
「
中
和
節
頌
」
【
一
四
九
三
】
で
次
の
よ
う
に
使
用
す
る
。

　
　
権
輿
部
渾
、
玄
黄
既
分
、
陶
一
嘔
綱
姐
、
肇
生
二
蒸
民
　
０
天
命
二
聖
神
｛
是
為
二
大
人
　
０

こ
れ
は
、
唐
の
徳
宗
が
制
定
し
た
中
和
節
を
白
居
易
が
讃
え
た
も
の
で
、
『
周
易
』
「
尚
書
」
「
礼
記
」
「
周
礼
」
『
詩
経
』
『
文
選
』
な

ど
の
語
を
ち
り
ば
め
た
頌
の
冒
頭
に
、
白
居
易
は
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
。
「
潤
色
」
は
、
「
論
語
」
憲
問
に
あ
り
、
班
固
「
両
都
賦

序
」
（
「
文
選
」
）
に
も
踏
ま
え
ら
れ
る
が
、
「
賦
賦
」
と
い
う
、
白
居
易
の
最
も
重
要
な
文
章
論
の
中
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
況
賦
者
、
雅
之
列
、
頌
之
僑
、
可
三
以
潤
二
色
鴻
業
｛
可
三
以
発
二
揮
皇
猷
　
０

こ
こ
で
、
賦
と
い
う
文
体
が
、
雅
と
な
ら
び
、
頌
の
仲
間
で
あ
っ
て
、
天
子
の
大
き
な
仕
事
に
色
を
加
え
る
も
の
で
あ
り
、
皇
帝
の

は
か
り
ご
と
を
発
揮
す
る
の
だ
と
す
る
。

　
つ
ま
り
こ
こ
で
、
慶
滋
保
胤
が
こ
れ
ら
の
語
を
選
択
し
た
の
は
、
「
詩
経
」
「
論
語
」
な
ど
の
経
書
や
「
文
選
」
に
あ
る
こ
と
を
承

知
し
つ
つ
、
白
居
易
の
詩
文
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
よ
う
。

　
次
に
白
詩
語
が
固
ま
っ
て
使
用
さ
れ
る
の
は
、
第
一
段
の
「
南
北
二
京
」
で
は
じ
ま
る
密
隔
句
で
あ
る
。

　
　
南
北
二
京
之
名
徳
日
来
、
逓
為
二
講
師
一
逓
為
二
聴
衆
｛
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東
西
両
都
之
男
女
雲
集
、
即
合
二
十
指
・
即
致
二
寸
心
　
０

こ
こ
の
傍
点
部
は
、
い
ず
れ
も
白
居
易
の
詩
文
に
見
え
、
ま
た
こ
れ
に
続
く
次
の
部
分
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
開
講
已
垂
二
八
九
載
｛
結
縁
不
レ
知
二
幾
万
人
　
０

　
　
何
況

　
　
転
展
随
喜
之
功
徳
、
漸
々
廻
向
之
薫
修
乎
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
稿
の
註
釈
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
さ
ら
に
白
詩
語
を
、
保
胤
は
第
一
段
の
最
後
の
部
分
に
も
使
用
し
て
い
る
。

　
　
講
経
之
後
、
以
レ
詩
而
讃
レ
仏
。

　
　
今
此
供
花
之
会
、
何
無
二
歎
レ
仏
之
文
一
哉
。

　
　
満
座
許
諾
、
誰
人
間
然
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
「
以
レ
詩
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
「
与
二
元
九
一
書
」
［
一
四
八
六
］
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
然
千
百
年
後
、
安
知
復
無
一
如
二
足
下
・
者
出
而
知
中
愛
我
詩
上
哉
。
故
自
二
八
九
年
来
づ
与
二
足
下
一
小
通
則
以
い
詩
相
戒
、
小
窮

　
　
則
以
レ
詩
相
勉
、
索
居
則
以
レ
詩
相
慰
、
同
処
則
以
レ
詩
相
娯
。
知
レ
吾
罪
レ
我
、
率
以
レ
詩
也
。

白
居
易
は
、
有
名
な
元
棋
に
与
え
る
書
状
の
末
尾
に
お
い
て
、
何
千
何
百
年
後
に
あ
な
た
の
よ
う
に
我
が
詩
を
愛
す
る
者
が
出
る
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
こ
八
九
年
来
、
あ
な
た
と
詩
を
も
っ
て
誠
め
合
い
、
勉
め
合
い
、
慰
め
合
い
、
楽
し
み
合
っ
て

き
た
、
し
か
し
我
が
罪
を
得
た
の
も
ま
た
詩
を
も
っ
て
の
ゆ
え
な
の
だ
、
と
述
懐
す
る
。
こ
こ
で
「
以
レ
詩
」
と
五
回
も
繰
り
返
す

が
、
保
胤
も
こ
の
語
に
仏
を
讃
歎
す
る
、
強
い
思
い
を
込
め
て
い
る
。
さ
き
に
、
供
花
会
開
講
以
来
「
八
九
載
」
を
重
ね
た
と
回
顧
　
７
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
実
は
「
与
二
元
九
一
書
」
の
「
八
九
年
」
に
基
づ
い
た
表
現
な
の
で
あ
る
。

　
　
慶
滋
保
胤
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
詩
序
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



四
四

１６９

　
　
　
　
　
八
　
白
居
易
詩
文
の
受
容
２
一
第
三
段

　
慶
滋
保
胤
の
面
目
躍
如
た
る
部
分
は
、
第
三
段
落
の
「
且
」
以
下
の
部
分
で
あ
る
。

　
　
且

　
　
何
疑
哉
、
何
疑
哉
。

　
　
Ｘ
Ｉ
　
一
　
一
　
Ｓ
　
ｉ
　
Ｘ

　
　
中
有
゛
垂
一
一
白
髪
一
紆
・
屎
杉
一
者
Ｉ

　
　
身
暫
雖
い
在
二
柱
下
・
、
心
尚
如
レ
住
二
山
中
　
０

　
　
少
壮
之
年
愁
鉢
こ
事
一
物
｛
強
求
二
名
聞
づ

　
　
衰
暮
之
日
或
記
二
蕪
詞
狂
句
づ
将
レ
摂
二
菩
提
　
０

　
　
今
日
推
為
二
唱
首
｛
不
二
敢
再
辞
　
０

　
　
聊
述
二
大
綱
｛
備
二
於
後
事
｛

　
　
云
レ
爾
。

傍
点
部
は
、
す
べ
て
白
居
易
の
詩
文
に
見
え
る
語
で
あ
る
が
、
保
胤
は
確
実
に
そ
れ
を
参
照
し
て
い
る
。
主
な
部
分
に
つ
い
て
、
以

下
に
論
証
し
て
い
き
た
い
。

　
「
重
到
二
滑
上
旧
居
こ
「
○
四
二
三
」
は
、
白
居
易
が
十
年
ぶ
り
に
泗
水
の
ほ
と
り
の
自
宅
に
帰
り
、
人
生
の
無
常
に
思
い
を
い

た
し
、
我
が
身
を
か
え
り
み
る
詩
で
あ
る
。

　
　
浮
生
同
二
過
客
「
前
後
逍
来
去
、
白
日
如
レ
弄
レ
珠
、
出
没
光
不
レ
住
、
人
物
日
改
変
、
挙
レ
目
悲
レ
所
レ
遇
、
廻
念
二
念
我
身
づ
安



　
　
得
レ
不
二
衰
暮
｛
朱
顔
錆
不
レ
歌
、
白
髪
生
無
数
、
唯
有
山
門
外
、
三
峰
色
如
レ
故

こ
の
詩
に
、
白
髪
と
な
り
初
老
と
な
っ
た
保
胤
は
、
自
ら
の
境
遇
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
傍
点
部
は
す
べ
て
こ
の
詩
序
に
あ
る
語

彙
な
の
で
、
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
こ
で
白
居
易
が
使
用
す
る
「
衰
暮
」
、
す
な
わ
ち
衰
え
年
老
い
る
と
い
う
語
は
、

次
の
保
胤
の
雑
隔
句
に
見
え
る
が
、
白
居
易
の
「
画
二
西
方
一
幅
記
」
［
三
六
〇
五
］
に
も
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
白
居
易
、
当
二
衰
暮
之
歳
｛
中
風
庫
之
疾
、
乃
捨
二
俸
銭
三
万
｛
命
二
工
人
杜
宗
敬
一
按
二
阿
弥
陀
・
無
量
寿
二
経
「
画
二
西
方
世

　
　
界
一
部
　
０

「
画
一
西
方
一
幅
記
」
が
、
勧
学
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
す
で
に
論
証
し
た
。
「
衰
暮
」
は
白
詩
に

三
例
し
か
な
い
が
、
保
胤
は
こ
の
語
を
効
果
的
に
使
用
し
て
い
る
。

　
次
に
、
「
紆
レ
朱
」
の
語
は
、
「
歳
暮
寄
二
微
之
一
三
首
、
其
二
」
［
二
四
五
二
に
あ
る
。

　
　
白
頭
歳
暮
苦
相
思
、
除
二
却
悲
吟
一
無
レ
可
レ
為
（
中
略
）
若
並
如
今
是
全
活
、
紆
レ
朱
抱
レ
紫
且
開
眉

朱
衣
を
ま
と
う
と
い
う
語
の
み
な
ら
ず
、
「
白
頭
」
と
い
う
「
白
髪
」
の
同
義
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
参
看
し
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
白
居
易
の
朱
衣
は
最
高
位
の
も
の
で
、
元
棋
と
私
は
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
官
位
が
至
っ
た
の
だ
と
い
う

一
種
の
達
成
感
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
内
記
の
保
胤
は
従
五
位
下
で
あ
り
、
か
ろ
う
じ
て
朱
杉
着
用
の
身
分
に

引
っ
か
か
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
彼
我
の
朱
の
衣
の
意
味
は
ま
っ
た
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

　
「
山
中
」
の
語
は
、
白
居
易
「
山
中
独
吟
」
［
○
三
三
〇
一
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
自
ン
為
二
江
上
客
一
　
　
半
在
二
山
中
一
住

江
州
に
流
誦
の
身
と
な
り
、
半
ば
山
中
す
な
わ
ち
廬
山
草
堂
に
住
し
て
い
る
と
詠
ず
る
。
白
居
易
に
「
山
中
」
の
用
例
は
三
十
数
箇
　
６
８

所
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
こ
は
、
こ
の
詩
を
意
識
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
詩
の
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
慶
滋
保
胤
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
詩
序
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

　
　
人
各
有
二
癖
一
　
　
我
癖
童
一
章
句
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
嗜
好
が
あ
る
が
ヽ
我
が
癖
は
詩
の
章
句
に
あ
る
の
だ
と
ヽ
白
居
易
は
詩
文
へ
の
偏
愛
や
み
が
た
い
こ
と
を
　
１
６

い
う
。
こ
こ
に
、
保
胤
が
狂
言
綺
語
の
誤
ち
か
ら
、
な
か
な
か
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
か
。
保
胤
の
狂
言
綺
語
観
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
論
じ
た
が
、
「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」
［
三
六
〇
八
］
な
ど
で
、
今
生
に
世

俗
で
作
成
し
た
文
筆
を
因
と
し
て
、
そ
れ
を
翻
し
て
来
世
に
お
け
る
讃
仏
の
縁
と
し
た
い
と
述
べ
る
白
居
易
の
言
葉
は
、
勧
学
会
結

衆
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
「
山
中
」
の
語
は
、
紀
斉
名
の
勧
学
会
詩
序
を
論
じ
た
中
で
も
指
摘
し
た
が
、
『
法
華

文
句
』
巻
一
上
に
も
「
今
処
二
山
中
｛
説
二
中
道
一
也
｝
と
あ
る
。
こ
の
山
は
、
釈
尊
が
『
法
華
経
』
を
説
い
た
霊
鷲
山
で
あ
る
。
保

胤
が
俗
塵
に
ま
み
れ
な
が
ら
、
心
は
な
お
山
中
に
住
し
て
い
る
と
述
べ
る
の
は
、
釈
迦
説
法
の
霊
鷲
山
や
白
居
易
廬
山
草
堂
へ
の
憧

れ
も
あ
ろ
う
が
、
来
世
に
お
い
て
前
世
を
記
憶
す
る
善
友
と
と
も
に
菩
提
を
目
指
し
た
い
と
、
保
胤
が
勧
学
会
詩
序
で
述
べ
て
い
た

こ
と
も
重
ね
合
わ
せ
て
い
よ
う
。

　
コ
事
一
物
」
は
、
さ
き
に
も
引
い
た
「
与
三
几
九
一
書
」
［
一
四
八
六
］
の
、
以
下
の
部
分
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。

　
　
其
詮
雑
律
詩
、
或
誘
二
於
一
時
一
物
「
発
二
於
一
笑
一
吟
「
率
然
成
レ
章
、
非
二
平
生
所
レ
尚
者
　
０

こ
こ
で
「
一
時
」
と
「
一
事
」
は
異
な
る
が
、
「
汎
レ
滑
賦
」
［
一
四
〇
九
］
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
備
士
官
一
而
無
二
事
「
又
不
レ
維
而
不
い
繋

保
胤
は
、
句
題
「
一
称
南
無
仏
」
の
「
□
を
、
本
詩
序
で
は
十
二
回
も
重
ね
て
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
狂
句
」
は
、
白
居
易
の
「
後
序
」
［
二
Ｉ
九
三
］
に
あ
る
。

　
　
是
時
大
和
二
年
秋
、
予
春
秋
五
十
有
七
、
目
昏
頭
白
、
衰
也
久
矣
。
拙
音
狂
句
、
亦
已
多
矣
。

こ
こ
に
は
本
詩
序
で
重
要
な
、
「
白
」
と
「
衰
」
の
語
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
確
実
に
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
「
狂
句
」
と
は
す
な
わ
ち



九
　
結
語

狂
言
綺
語
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
そ
の
他
傍
点
部
分
は
、
す
べ
て
白
居
易
の
詩
文
に
見
ら
れ
る
の

で
、
別
稿
の
註
釈
を
参
照
さ
れ
た
い
。

１６６

　
以
上
、
慶
滋
保
胤
の
六
波
羅
蜜
寺
結
縁
供
花
会
詩
序
に
つ
い
て
、
概
観
し
た
。
撰
述
時
期
に
つ
い
て
奈
良
弘
元
は
、
寛
和
元
年

（
九
八
五
）
三
月
か
、
保
胤
が
出
家
す
る
翌
二
年
の
三
月
と
推
測
す
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
通
り
開
講
以
来
八
九
年
と
い
う
の
は
、

白
居
易
「
与
゜
元
九
一
書
」
に
基
づ
く
文
飾
で
、
こ
こ
ま
で
厳
密
に
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
出
家
前
の

数
年
間
に
絞
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
本
詩
序
全
体
を
分
析
す
る
と
、
第
二
段
破
題
部
分
は
勧
学
会
詩
序
群
と
比
べ
、
複
雑
な
文
飾
を
排
除
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

他
の
段
落
も
そ
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
第
一
段
と
第
三
段
は
、
典
拠
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と
造
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
そ
の
範
囲
は
、
ほ
ぼ
『
法
華
経
』
と
『
法
華
玄
賛
』
、
そ
し
て
白
居
易
の
詩
文
に
と
ど
ま
る

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
文
献
を
博
捜
し
て
、
徹
底
的
に
文
飾
に
凝
っ
た
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
お
そ

ら
く
保
胤
は
、
短
時
間
の
う
ち
に
、
自
家
薬
最
中
の
物
と
す
る
上
記
経
論
や
白
居
易
詩
文
を
使
い
な
が
ら
、
撰
述
し
た
も
の
で
あ
ろ

　
本
詩
序
で
は
、
供
花
会
を
勧
学
会
・
極
楽
会
と
対
比
す
る
。
極
楽
会
の
実
態
は
、
他
に
史
料
が
な
く
未
詳
で
あ
る
が
、
勧
学
会
に

つ
い
て
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
本
講
会
の
参
列
者
は
、
勧
学
会
に
集
っ
た
文
人
と
同
じ
よ
う
な
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
こ
と

が
想
像
で
き
る
。
講
師
と
な
っ
た
僧
侶
に
つ
い
て
は
、
南
都
北
嶺
の
高
僧
を
嘱
請
し
た
ら
し
く
、
比
叡
山
の
若
手
僧
侶
中
心
の
勧
学

　
　
慶
滋
保
胤
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
詩
序
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



１６５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

会
と
は
宗
派
や
階
層
が
異
な
っ
て
い
よ
う
。
本
詩
序
は
、
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
の
盛
儀
を
伝
え
る
、
唯
一
と
言
っ
て
よ
い
文
献
で
あ

る
。
こ
れ
を
丁
寧
に
読
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
、
い
く
つ
か
の
こ
と
を
開
明
で
き
た
。
今
後
、
慶

滋
保
胤
を
め
ぐ
る
宗
教
と
文
学
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
研
究
を
重
ね
る
所
存
で
あ
る
。

〔
附
記
〕
小
稿
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
三
日
、
中
国
西
安
市
西
北
大
学
草
園
賓
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
和
漢
比
較
文
学
会
第
四

回
特
別
例
会
（
特
別
研
究
発
表
会
）
に
お
い
て
、
「
慶
滋
保
胤
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
詩
序
考
」
と
し
て
発
表
し
た
も
の
を
、
論
文
と

し
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
小
稿
は
、
平
成
十
八
～
二
十
一
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

「
大
江
匡
房
の
思
想
研
究
」
、
同
平
成
二
十
三
～
二
十
六
年
度
「
「
聖
廟
文
学
」
の
思
想
－
平
安
朝
文
人
貴
族
の
天
神
信
仰
－
」
に
お

け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

－
」
（
『
水
門
－
言
葉
と
歴
史
－
』
第
二
Ｉ
号
　
二
〇
〇
九
・
四
）
、

同
「
紀
斉
名
勧
学
会
詩
序
訳
註
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
紀
要
』
第
五
五
輯
第
一
分
冊
　
二
〇
一
〇
・
二
）
、
同
「
高

階
積
善
勧
学
会
詩
序
考
－
白
居
易
詩
文
と
天
台
教
学
の
受
容
－
」

（
高
松
寿
夫
・
筒
雪
艶
編
『
古
代
日
本
文
学
と
白
居
易
』
勉
誠
出

版
　
二
〇
一
〇
・
三
）
、
同
「
紀
斉
名
勧
学
会
詩
序
考
－
十
五
日

開
銭
の
意
義
と
白
居
易
の
仏
教
思
想
－
」
（
『
水
門
－
言
葉
と
歴
史

－
』
第
二
二
号
　
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
〇
・
四
）
、
同
「
大
江
以

言
擬
勧
学
会
詩
序
訳
註
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

注〒
）
勧
学
会
な
ら
び
に
後
述
す
る
白
居
易
詩
文
と
の
関
係
に
つ
い

　
　
て
、
近
年
の
吉
原
の
研
究
成
果
は
以
下
の
通
り
。
吉
原
浩
人
「
慶

　
　
滋
保
胤
勧
学
会
詩
序
考
－
白
居
易
と
の
関
連
を
中
心
に
Ｉ
」
（
吉

　
　
原
浩
人
・
王
勇
編
『
海
を
渡
る
天
台
文
化
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
〇

　
　
八
・
コ
ー
）
、
同
「
慶
滋
保
胤
「
何
処
堪
避
暑
」
詩
序
訳
註
－
白

　
　
居
易
詩
文
摂
取
の
方
法
（
一
）
－
」
（
『
日
本
思
想
文
化
研
究
』
第

　
　
二
巻
第
一
号
　
二
〇
〇
九
∴
）
、
同
「
慶
滋
保
胤
「
晩
秋
過
参

　
　
州
薬
王
寺
有
感
」
詩
序
訳
註
－
白
居
易
詩
文
摂
取
の
方
法
（
二
）



　
要
」
第
五
六
輯
第
一
分
冊
　
二
〇
一
一
二
一
）
、
同
「
大
江
以
言

　
擬
勧
学
会
詩
序
考
ト
『
法
華
経
』
の
受
容
と
白
居
易
－
」
（
「
東
洋

　
の
思
想
と
宗
教
」
第
二
八
号
　
二
〇
一
一
・
三
）
、
同
「
「
慶
滋
保

　
胤
「
裔
然
上
人
入
唐
時
為
母
修
善
願
文
」
考
」
（
林
雅
彦
・
小
池

　
淳
一
編
「
唱
導
文
化
の
比
較
研
究
」
岩
田
書
院
　
二
〇
一
一
・

　
三
）
、
同
「
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
白
居
易
－
平
安
朝
文
人
貴
族
の

　
精
神
的
基
盤
－
」
（
河
野
貴
美
子
・
張
哲
俊
編
「
束
ア
ジ
ア
世
界

　
と
中
国
文
化
ト
文
学
・
思
想
に
み
る
伝
播
と
再
創
－
」
勉
誠
出
版

　
二
〇
一
二
・
こ
。

（
２
）
吉
原
浩
人
「
慶
滋
保
胤
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
詩
序
訳
註
」
（
「
早

　
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
」
第
五
七
輯
第
一
分
冊
（
二

　
〇
コ
丁
二
）
。

（
３
）
空
也
に
つ
い
て
は
、
堀
一
郎
「
空
也
」
（
吉
川
弘
文
館
　
一
九

　
六
三
・
六
）
、
石
井
義
長
『
空
也
上
人
の
研
究
－
そ
の
行
業
と
思

　
想
』
（
法
蔵
館
　
二
〇
〇
二
こ
）
、
同
「
空
也
－
我
が
国
の
念
仏

　
の
祖
師
と
申
す
べ
し
Ｉ
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
〇
九
・
二
）

　
な
ど
の
専
著
と
、
小
林
（
平
林
）
盛
徳
「
空
也
と
平
安
知
識
人
－

　
「
空
也
誄
」
と
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
弘
也
伝
－
」
（
『
書
陵
部
紀

　
要
』
第
一
〇
号
　
一
九
五
八
・
一
〇
↓
『
聖
と
説
話
の
史
的
研

　
究
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
一
・
七
再
収
）
、
小
原
仁
『
文
人
貴

　
族
の
系
譜
』
（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
七
・
一
二
、
小
原
仁
「
源

　
為
憲
と
六
波
羅
蜜
に
つ
い
て
」
（
小
島
孝
之
・
小
林
真
由
美
・
小

　
峯
和
明
編
『
三
宝
絵
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
八
・
二
）

　
な
ど
、
多
数
の
論
文
が
あ
る
。

（
４
）
本
文
は
、
図
書
寮
叢
刊
『
伏
見
宮
家
九
条
家
旧
蔵
　
諸
寺
縁
起

　
集
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
　
一
九
七
〇
・
三
）
に
拠
る
。
論
文
に
、

　
井
上
和
歌
子
「
『
空
也
誄
』
か
ら
『
六
波
羅
蜜
寺
縁
起
』
ヘ
ー
勧

　
学
会
を
媒
体
に
し
た
一
著
作
の
再
生
産
－
」
（
「
名
古
屋
大
学
国
語

　
国
文
学
」
第
九
二
号
　
二
〇
〇
三
・
七
）
、
同
「
勧
学
会
と
文
章

　
制
作
に
つ
い
て
ト
文
学
作
品
制
作
の
場
と
し
て
の
勧
学
会
を
考
え

　
る
為
に
１
」
（
『
仏
教
文
学
』
第
二
八
号
　
二
〇
〇
四
・
三
）
な
ど

　
が
あ
る
。

（
５
）
句
題
詩
と
そ
の
詩
序
の
規
則
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
道
生
編
「
句

　
題
詩
研
究
」
（
慶
嘸
義
塾
大
学
出
版
会
　
二
〇
〇
七
・
六
）
な
ど

　
参
照
。

（
６
）
慶
滋
保
胤
「
勧
学
会
所
牒
゜
日
州
刺
史
館
下
一
」
（
「
本
朝
文
粋
」

　
巻
十
二
［
三
八
一
］
）
、
「
勧
学
会
所
、
欲
レ
被
三
故
人
党
結
同
心
合

　
力
建
二
立
堂
舎
一
状
」
（
同
巻
十
三
【
三
九
八
】
）
。
後
藤
昭
雄
『
本

　
朝
文
粋
抄
二
』
（
勉
誠
出
版
　
二
〇
〇
九
・
二
）
参
照
。

（
７
）
「
法
華
八
講
縁
起
」
は
、
護
国
寺
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
所
収
。

　
二
〇
一
〇
年
四
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
、
早
稲
田
大
学
日
本
宗
教
　
　
６
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
文
化
研
究
所
・
浙
江
工
商
大
学
日
本
文
化
研
究
所
主
催
、
平
城
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
は
気
付
か
な
い
も
の
だ
と
い
う
。

（
１
４
）
註
（
―
）
の
慶
滋
保
胤
の
勧
学
会
詩
序
に
つ
い
て
の
論
文
。

（
１
５
）
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
巻
三
四
－
五
下
。

（
１
６
）
奈
良
弘
元
「
「
極
楽
会
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
日
本
大
学
文
理
学

　
部
人
文
科
学
研
究
所
研
究
紀
要
」
第
六
三
号
　
二
〇
〇
二
・
こ
。

　
都
千
三
百
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
奈
良
時
代
の
宗
教
文

　
化
」
に
お
い
て
、
「
南
都
結
縁
法
華
講
会
の
濫
腸
と
展
開
」
と
題

　
し
て
口
頭
発
表
し
た
が
、
未
成
稿
で
あ
る
。
こ
の
縁
起
に
見
え
る

　
「
第
四
十
一
年
」
「
雨
四
花
」
「
教
理
行
果
」
「
襲
」
「
退
凡
」
「
八

　
祢
」
「
身
入
」
「
幽
微
」
の
語
は
、
「
法
華
玄
賛
」
に
基
づ
い
て
い

　
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
８
）
註
（
１
）
の
紀
斉
名
・
大
江
以
言
に
つ
い
て
の
論
文
・
註
釈
。

（
９
）
「
本
朝
続
文
粋
」
巻
十
一
。

（
１
０
）
「
江
都
督
納
言
願
文
集
」
巻
一
所
収
。
訳
註
は
、
吉
原
浩
人

　
「
大
江
匡
房
『
白
河
院
金
字
一
切
経
供
養
願
文
』
訳
註
」
（
「
二
〇

　
〇
八
年
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
　
仏
教
声
楽
に
聴
く
漢
字
音

　
－
梵
唄
に
古
韻
を
探
る
Ｉ
」
　
二
松
学
舎
大
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ

　
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ニ
○
○
九
・
三
）
参
照
。

介
］
）
「
賦
賦
」
に
つ
い
て
は
、
波
戸
岡
旭
「
白
居
易
「
賦
賦
」
考
」

　
（
『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
四
二
輯
　
一
九
九
六
・
一
二
↓
「
宮

　
廷
詩
人
菅
原
道
真
－
「
菅
家
文
草
」
『
菅
家
後
集
』
の
世
界
－
」

　
笠
間
書
院
　
二
〇
〇
五
・
二
）
参
照
。

（
ロ
ー
）
註
（
―
）
の
紀
斉
名
に
つ
い
て
の
論
文
・
註
釈
。

（
１
３
）
あ
と
一
例
は
、
「
歎
レ
老
三
首
、
其
三
」
（
「
白
氏
文
集
」
巻
十

　
【
○
四
五
五
】
）
に
、
「
但
驚
二
物
成
長
一
不
レ
覚
二
身
衰
暮
一
」
と
あ

　
る
。
嬰
子
の
成
長
の
早
さ
に
比
べ
、
自
ら
の
老
い
衰
え
る
さ
ま
に

１６３
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ａｎａｌｙｓｉｎｇ　ｏｔｈｅｒ　ｓｏｕｒｃｅ　ｔｅｘｔｓ　ｗｈｉｃｈ　ａｒｅ　ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ　ｉｎｔｏ　ｔｈｅ　ｗｈ０１ｅ　ｏｆ　ｈｉｓ

ｖｅｒｓｅ　ｐｒｅｌｕｄｅ．
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